
環境負荷低減の「見える化」の推進について
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地域又は県の標準的栽培で
の排出量（品目別）

対象生産者の栽培方法
での排出量（品目別）

生産者の栽培情報を用いて、生産時のGHG排出を試算

排出（農薬、肥料、燃料等）
ー吸収（堆肥・バイオ炭）

入力データ

標準値

吸収 排出

１００％ ー                                    = 削減率（％） 

5%
削減達成！

その地域での慣行栽培と比較して、当該生産者の栽培が
GHG排出を何割削減できているかを評価

○ みどりの食料システム戦略に基づき、消費者の選択に資する環境負荷低減の「見える化」を進めます。

○ 化学肥料・化学農薬や化石燃料の使用削減、バイオ炭や堆肥の施用、水管理（水田）などの、生産者の
栽培情報を用いて、定量的に温室効果ガスの排出と吸収を算定し、削減率に応じて星の数で分かりや
すく表示します。

「見える化」とは？

「みどり戦略」に基づく農産物の温室効果ガス削減の「見える化」

消費者にわかりやすい表示・広報
ラベルを用いて温室効果ガス削減
を消費者に分かりやすく表示

41%

8%

37%

店舗への印象

対象品目：23品目
コメ、トマト、キュウリ、ミニトマト、ナス、ほうれん草、
白ネギ、玉ねぎ、白菜、ばれいしょ、かんしょ、キャベツ、
レタス、大根、にんじん、アスパラガス、リンゴ、みかん、
ぶどう、日本なし、もも、いちご、茶

消費者へのわかりやすい表示

関係者の理解の醸成
生産者、食品事業者、流通・小売
事業者等が、「あふの環」等を通じて
連携、「見える化」を発信 86％が

良い印象 N=1899

★ ：削減率５％以上
★★  ：  〃  10%以上
★★★： 〃  20%以上

良い

どちらでも
ない

やや良い
非常に
良い

全国のべ689か所で販売
 （令和６年１月末時点）

サンプラザ 東武ストア
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環境負荷低減の取組の「見える化」の本格実施
〇 令和４年度の実証開始以降、実証参加者は着実に増加 (累計689箇所、生産者累計91名・団体令和６年１月末時点) 。
〇 多様な業態へ広がりつつあるだけでなく、実証参加者からも前向きな声。海外最大級の食品環境ラベル団体も高く評価。
〇 今後、本格実施に向け、①生産者・事業者に対する算定支援や販売資材の提供と川下への働きかけによる露出拡大、

②消費者にわかりやすく、流通・販売者が貼りたくなる新たなラベルデザインの決定とラベル表示に係るガイドラインの策定、
③消費者の認知拡大に向けたSNSやメディアを活用した情報発信の強化、④アプリ化や生物多様性指標の追加等を実施。
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新しいラベルデザインに刷新す
るとともに、今年度中に定める
ガイドラインにおいて、
算定の留意点、ラベルの使⽤方
法、表示に疑義がある場合の対
応等を定める。

実証参加者の声
・地域環境、地球環境を守っていることが
定量的に販売者にも伝わり、説明しやす
い。また、星を増やすにはどのような取
組をすればよいか考えるきっかけになっ
た。（生産者）
・これまで見えなかった苦労が評価されて
嬉しい。（生産者）
・ラベルを貼ってから売り上げが前年比
113％になった。お客様からも、こう
いった取組があると安心して買い物が出
来るとの声をいただいた。（販売者）
・同じ銘柄・値段の米で比較すると、ラベ
ルがある方が徐々に売上が多くなった。
（小売事業者）
・ラベルの内側が白いと使いづらい（小売
事業者）、デザインが全体的に古い印象
（生産者）

生産者の参加状況

北陸

16箇所
16箇所

東北

261箇所

関東

九州・沖縄

155箇所

39箇所

東海

17箇所

オンライン・宅配

0箇所

北海道

近畿

127箇所

中国・四国

58箇所

販売先の状況

全国累計91者
689箇所※

※令和６年１月末時点

※令和６年１月末時点



〇「見える化」の実証参加者が多様な業態に広がる中で、幅広い店舗展開や販売網を生かし、「見える化」が消費者の目に触れる
機会を拡大した事例や、地方⾃治体、地方農政局が地域の関係者と効果的に連携し、「見える化」を盛り上げた事例が創出。

〇また、意欲ある事業者・生産者の⾃らの働きかけ・創意工夫により、消費者に対して印象的な「見える化」の訴求、認知・露
出も拡大している。

環境負荷低減の「見える化」の広がり（事例）

・有機物主体の肥料の活用と減農薬栽培を行うレタス生産者
（（株）鈴生）からモスバーガーに働きかけがあり、実証が実現。

・広島県内全店舗（32店舗）
で「見える化」 レタスを使用
した商品を販売。

             

・大学の試験ほ場にて、学内で発生した食品残渣を堆肥として活用
し、農薬・肥料の使用量を抑えた栽培を実施。

・生産したにんじん、かんしょ、白菜、大根について「見える化」に取り
組み、岐阜県内15箇所で
キッチンカーや地元ホテルでの
 イベント等で販売。

・地域の産品を多く取り扱う大阪の地域
密着型スーパー。

モスバーガー（広島）：外食 東海学院大学（岐阜）：教育機関

サンプラザ（大阪）：スーパー

・福井県越前市、JA越前たけふ、県民
生協、市社協との４者で「地域一体型 
食と農の温室効果ガス削減運動に関す
る連携協定」を締結。

・運動の一環として「コウノトリ呼び戻す農
法米」を「見える化」のお米として販売。

・首都圏を中心に店舗展開する大手スー
パー。東京、埼玉、千葉の計11店舗で
実証を実施。

・事業者⾃ら、店舗やSNSにおいて「見え
る化」の訴求を工夫。 【SNS（X）での訴求】

東武ストア(東京ほか)：スーパー

【店舗販売の状況】

JA越前たけふ（福井）：生産者

【新聞折り込みチラシ
（11/25～12/1)から抜粋】

・小売事業者側から取引
のある生産者に積極的
に働きかけ。

・大阪府内等の全36店
舗でコメ、トマト、キュウリ、
玉ねぎ、みかん、大根、
かんしょの幅広い品目に
ついて、実証を実施。

※

※ 令和５年10月23日時点

39



① 温室効果ガス削減

※ 上記の商標は商標出願中です。

〇 令和５年度中に見える化の本格運用を開始予定。農産物の環境負荷低減に関する評価・表示ガイドラインを策定し、
新しいラベルデザインを決定。コメについては生物多様性保全の指標を追加。

新たなラベルデザイン

生物多様性保全の取組
化学農薬・化学肥料の低減や冬期湛水（※）等の取組の
実施程度や実施数を点数換算し、等級を確定:

１点で★ ２点で★★ ３点で★★★
（※） 刈り取り後の冬期に水田に湛水し水鳥の生息地とする等の取組

② 温室効果ガス削減＋生物多様性保全（コメのみ）

第１部

第２部

ガイドライン

見える化にあたっての基本的
な考え方を整理

見える化のための実践手順
を提示
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「見える化」の本格実施について




